
年度　2次評価（基本施策評価）シート
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住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域での見守り体制づくりを推進する。
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基 本 施 策 を 構 成 す る 事 務 事 業 名 改善余地
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％

150.0

H24

参考 満足度（満足意識）

昨年と同様に満足度は、平均に達していないことから、地域ぐるみで支える体制
づくりに不安を感じており、この施策について力を入れてほしい希望が強いこと
が伺える。

38.0

地域に偏りなく体制を整えるには、住民自治協議会の活動が重要であり、ボランティア活動の団体数増加に努める。
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平成 24

市 民 意 識 調 査 結 果

③

基 本 施 策 名 3 高齢者などを地域や集落で支える環境をつくる

② 左 記 結 果 に 対 す る 現 状 分 析 ・ 市 民 と の 協 議 結 果

23.6

基 本 施 策 の 意 図 、
今 後 の 展 望

基 本 施 策 の
現 況 と 課 題

④

快適
地域で支え合う福祉のまちづくり

　高齢者や障がいのある人を行政の支援だけで支えるには、限界がある。
　住民自治協議会、ボランティアの自主的な福祉活動への支援が必要。

％ 必 要 度 87.8 ％

清水　健司
健康福祉部介護高齢福祉課長

4
総 合 評 価

（今後の方向性、事業
の見直しについて等）

（ 以 下 続 紙 ）

129,752

指 標 の 説 明

評 価 責 任 者
（基本施策主管課長）

平成27年度までの第2次地域福祉計画に基づき、テーマ別部会をはじめ社会福祉協議会と協働して、高参加・高福
祉の理念にあるしくみづくりを進める。

2
事 業 構 成 の 適 当 性
（手段として最適か？）

市全域をカバーしているため、効果が期待できる。

3 役 割 分 担 の 妥 当 性 地域福祉推進のため、福祉に関する活動への市民参加を得るために健全な事業運営を進めている。

150.0

介護高齢福祉課
健康福祉部

介護高齢福祉課
健康福祉部

基本施策の現状分析及び意図

⑤　基本施策指標（総合計画数値目標）

⑥　基本施策構成事務事業の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な事業（総合計画実施計画の期間内に実施を予定する事業）

⑧　基本施策の現状分析に基づく改革案の説明
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